
第７章「目標達成のための具体的施策」現状と方向性 【資料第22号】

内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

①「ごみと資源の分け方・出し方」
作成・配布

概ね３年ごとに全戸配布版を作
成・配布します。

リサイクル清掃課

●直近では、プラスチック分別回収に併せ、令和７
年４月改訂版（保存版、簡易版、４か国語版）を戸
籍住民課の転入窓口等で配布するとともに、区内
全戸に配布しました。

継続

●転入者配布用を毎年度継続して作成す
るほか、概ね３年ごとに全戸配布版を作成
し、全戸配布します。
●増加する外国人への対応として、多言語
化等の必要な措置を講じます。

②区報・チラシ・CATVでの周知・
啓発

区設掲示板や「B－ぐる」を活用
し、３Ｒや適正処理に関する啓発
記事やイベント・講座等のさまざ
まな情報の周知を行います。

リサイクル清掃課

●区報や区設掲示板、B－ぐる車内へのポスター
やパンフレット掲示、CATVでの放映を通じて、各
種事業の啓発や講座・イベント等を周知していま
す。

継続

●区民アンケート調査では、清掃・リサイク
ルの情報を知る手段として、区報（44.9%）、
掲示板（33.5%）、区のチラシや冊子
（30.9%）等の回答があり、周知・啓発に一
定の効果を上げています。
●紙媒体は、清掃・リサイクルに関心が低
い区民にも見てもらえる工夫が必要です。

51ページ
２－４（１）

①清掃・リサイクルに
関する情報の媒体

③啓発紙「Bunkyoごみダイエット
通信」の発行

３Ｒの方法やリサイクルの現状、
先駆的な取組の紹介等を区民に
伝えるための啓発紙を発行しま
す。

リサイクル清掃課
●年１回発行（タブロイド判４ページ）し、区立小学
校４～６年生・中学校１～３年生を対象に配布する
とともに、各区立施設等に配布しています。

継続

●区民アンケート調査では、区の清掃・リサ
イクルの情報を知る手段として「Bunkyoご
みダイエット通信」は0.5%と少ないものの、
引き続き、児童・生徒を通じて家庭に配布
することで、親子でごみやリサイクルについ
て考えてもらう機会を提供していきます。

51ページ
２－４（１）

①清掃・リサイクルに
関する情報の媒体

④児童向けパンフレット作成・配布

子どもの頃からごみや資源につ
いて関心を持ってもらうため、児
童を対象にしたごみ分別等に関
するパンフレットを作成し、ふれあ
い講座やイベント等で配布しま
す。

文京清掃事務所
●小学校４年生を対象とした環境学習用冊子を配
布しています。

継続 ●随時、冊子の内容を更新し配布します。

⑤キャラクターの活用
既存のキャラクターのさらなる活
用を行います。

リサイクル清掃課

●「リサちゃん」「イクルちゃん」を区報、Bunkyoごみ
ダイエット通信、各種事業周知用チラシ等の紙媒
体のほか、区ホームページ、リサイクル清掃課公式
LINE（ごみ分別案内サービス）、CATV等で活用し
ています。

継続
●既存のキャラクターを活用しつつ、年齢
や性別を問わない動物等のキャラクターの
作成を必要に応じて検討します。

今後の方向性等

１　区民を対象とした普及啓発・協働の推進

（１）情報の提供
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

⑥リサイクル推進協力店の紹介
各種広報媒体を活用して区民に
取組を紹介します。

リサイクル清掃課

●リーフレットを作成するとともに、区ホームページ
に登録店舗を掲載しています。
●登録店舗をBunkyoごみダイエット通信で紹介し
ています。※年度により掲載できない場合あり

継続

●家具や家電のリユースショップについて
は比較的問合わせが多いため、今後も登
録店舗を積極的に紹介していきます。
●資源回収等を実施している区内店舗
は、登録店以外にもあると考えられるので、
登録店舗数の拡充や区民の認知度向上
が課題となっています。

⑦ぶんきょう食べきり協力店の紹
介

各種広報媒体を活用して区民に
取組を紹介します。

リサイクル清掃課

●パンフレットを作成するとともに、区ホームページ
に登録店舗を掲載しています。
●登録店舗をBunkyoごみダイエット通信で紹介し
ています。※年度により掲載できない場合あり

継続

●登録店舗数は順調に伸びているため、
今後も継続して紹介していきます。
●区民アンケート調査では、ぶんきょう食
べきり協力店を「知っていた」が6.4%でした
が、「今後利用したい」が59.9%であることか
ら、事業の認知度向上が課題となっていま
す。

85ページ
２－４（６）

⑨「ぶんきょう食べき
り協力店」について

87ページ
⑩「ぶんきょう食べき
り協力店」を利用す

る意向

⑧事業者による自主回収の情報
提供

拡大生産者責任の原則により実
施される、小型充電式電池や携
帯電話などの事業者による自主
回収について、情報提供に努め
ます。

リサイクル清掃課

●充電式電池、ボタン電池、家庭用パソコン、携帯
電話・スマートフォン、二輪車（オートバイ）、消火器
などの自主回収について、区ホームページや「ご
みと資源の分け方・出し方」等による情報提供を
行っています。

継続

●区民アンケート調査では、知りたい情報
として「収集できないもの」が60.1％となって
います。
●引き続き、新たな事業者の自主回収の
取組に関する情報を収集し、提供するとと
もに、現在公開している情報を更新してい
きます。

53ページ
２－４（１）

②清掃・リサイクルに
関する情報で知りた

いもの

⑨ホームページ・ＳＮＳ（LINE等）の
活用

リサイクル清掃課

●各種事業の周知啓発について、区ホームペー
ジ、区Facebook、区X、区公式LINE、リサイクル清
掃課LINE、地域活動センター公式LINE、子育て応
援メール（子ども服無料頒布会）を活用していま
す。

継続

●区民アンケート調査では、清掃・リサイク
ルの情報を知る手段として、区のホーム
ページ（49.3%）、チャットボット（リサイクル清
掃課LINE）（4.5%）、SNS（3.3%）等の回答が
あり、いずれも前回調査より上昇していま
す。
●年代別では30歳代から50歳代でチャット
ボット・SNSの利用率が高い傾向があること
から、区ホームページやSNS等を引き続き
活用していきます。

51ページ
２－４（１）

①清掃・リサイクルに
関する情報の媒体

114ページ
２－５（２）

意識・意向

⑩チャットボットによる「ごみ分別
案内サービス」

区民からの問合わせに迅速に対
応するため、区ホームページや
LINE上においてごみの分別や収
集等、ごみに関する簡単な質問
に文京区３Ｒ推進キャラクターの
「リサちゃん」が24時間365日、会
話形式で自動応答します。

リサイクル清掃課
●区ホームページやLINE上において、ごみの分別
や収集等ごみに関する簡単な質問に対し、24時間
365日、会話形式で自動応答しています。

強化

●区民アンケート調査では、「清掃・リサイ
クルに関する情報で知りたいもの」の上位３
つはチャットボットで解決可能なため、引き
続き活用を促していきます。
●現在のチャットボットは検索時の表記の
ゆれや多言語化に対応していないため、シ
ステムの更新を検討していきます。

53ページ
２－４（１）

②清掃・リサイクルに
関する情報で知りた

いもの

１　区民を対象とした普及啓発・協働の推進

（１）情報の提供
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

（２）イベント等の開催や環境学習の場の提供

①文京エコ・リサイクルフェアの開
催

リサイクル・環境活動団体による
展示やリサイクル工作、区民によ
るフリーマーケットなどを開催しま
す。

リサイクル清掃課
●年１回開催しています。
●令和６年度は、コロナ禍で休止していたフリー
マーケット及び産直野菜の販売を再開しました。

継続

●リサイクル・環境活動団体による展示やリ
サイクル工作に加え、フリーマーケット、産
直野菜の販売等の実施により、幅広い層
の集客につなげていきます。
●参加団体が固定化の傾向にあるため、
出展団体の拡大や体験型のブースなど、
イベント全体の魅力や賑わいの創出を目
指します。

②ステージ・エコ（フリーマーケット
等）の開催

区民によるフリーマーケットのほ
か、社会貢献活動（各種資源の
回収）や３Ｒ活動等のブースを設
置します。

リサイクル清掃課

●年５回開催（内１回は文京エコ・リサイクルフェア
同時開催）しています。
●令和６年度は、文京エコ・リサイクルフェア同時開
催時に、コロナ禍で休止していたフリーマーケットを
再開しました。
●コロナ禍で休止していたゲスト団体の出展を令
和５年度から再開しています。

継続

●資源回収イベントとして区民に定着して
おり、集積所や拠点では回収していない廃
食用油や小型家電などの資源回収や、リ
サイクル・環境活動団体のブース出展など
を通じて、３Ｒの推進につなげていきます。
●実行委員会形式で運営しており、委員
の担い手の確保が課題となっています。

③文京ecoカレッジの開催

区のリサイクル清掃事業や環境
問題への理解を深めながら循環
型社会や３Ｒについて学習する
講座を「文京ecoカレッジ」として
開催します。

リサイクル清掃課
●「文京ecoカレッジ」として、以下の講座を開催し
ています。

継続

●一部の講座を除き、今後も継続して開催
します。
●各事業の開催に当たっては、参加しや
すいよう周知方法や申込方法等を工夫しま
す。

　　リサイクル推進サポーター
　　養成講座

３Ｒ推進・啓発活動に取り組む人
材を育成するための施設見学や
環境問題に関する講座

リサイクル清掃課

●養成講座とスキルアップ講座を隔年で実施して
います。
※養成講座：サポーターとして登録するために修
了する必要がある講座
※スキルアップ講座：既存サポーターのスキルアッ
プを目的とした講座

継続

●区のリサイクル清掃事業の概要や清掃
工場の見学、生活に関連付けた講座など、
循環型社会や３Rについて幅広い視点から
学ぶ機会を引き続き提供します。
●養成講座修了者からリサイクル推進サ
ポーターへの登録につなげていきます。
●学生など若い世代のサポーターの確保
が課題となっています。

　　リサイクル施設バス見学会
　　（団体育成支援）

区内のリサイクル活動団体と協働
で実施するリサイクル施設等への
バス見学会

リサイクル清掃課

●「夏休みリサイクル見学会」として年１回開催して
います。
●共催団体からの申し出により、令和５年度から区
単独主催の事業とし、夏の猛暑を考慮し、行程を
半日としました。

継続

●引き続き、親子で参加できるイベントとし
て継続していきます。
●団体育成支援としての役割については、
共催団体と協議します。

　　公開講座
　　（団体育成支援）

区内のリサイクル活動団体と協働
で開催する、リサイクルや環境問
題に関する講座

リサイクル清掃課

●年１回開催していましたが、共催団体からの申し
出により、令和５年度から区単独主催の事業としま
した。「モノ・フォーラム」と事業内容が重複すること
から、令和６年度から事業を中止しています。

終了

●共催団体からの申し出により令和５年度
は区主催で開催しましたが、「モノ・フォー
ラム」と事業内容が重なることから事業終了
とします。

１　区民を対象とした普及啓発・協働の推進

3 



内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

（２）イベント等の開催や環境学習の場の提供

　　モノ・フォーラム
３Ｒ活動等の有識者を招いた講
演会

リサイクル清掃課
●主に食品ロス削減をテーマに、年１回開催してい
ます。

継続

●公開講座に比べて受講者が少ないた
め、周知啓発に加え区民の関心を呼ぶよう
な講座内容を目指します。
●受講者が講義を聞くだけにとどまらず、
身近な３Ｒ行動について考え行動に移せる
ような講座を目指します。

　　エコ先生の特別授業
エコや環境の専門知識を有した
講師を出張派遣し、３Ｒ実践のコ
ツ等を学ぶ出前講座

リサイクル清掃課 ●申請に応じて随時開催しています。 継続

●年間予定数と同程度の申請があり、好評
を博しています。
●授業のメニュー拡充のため、新たな講師
の確保が課題となっています。

　　生ごみ減量塾
家庭での生ごみ減量及び堆肥化
を通じて、リサイクルへの理解を
深める講座

リサイクル清掃課
●年２回（春季・秋季）開催しています。

継続

●持参した生ごみで堆肥作りを実践できる
講座内容が好評を博しています。
●生ごみの堆肥化を通じて、生ごみ減量の
重要性やリサイクルへの理解につながって
います。

59ページ
２－４（３）

区が行っているごみ
減量施策の認知

　　エコ・クッキング※教室
　　※「エコ・クッキング」は、東京ガス㈱の
　　　　登録商標です。

生ごみの発生抑制や環境に配慮
した食生活について料理を通じ
て学ぶ講座

リサイクル清掃課

●「親子エコ・クッキング教室」として、小学校低学
年と高学年を対象に年１回開催しています。
※講師：エコ・クッキングナビゲーター（東京ガスコ
ミュニケーションズ㈱）

継続

●電気やガス・水などのエネルギー使用量
も把握でき、エコ・クッキングの大切さを実
感できる内容となっています。
●会場となる東京ガス㈱の施設が文京区
から比較的遠方にあることや、施設規模の
関係で参加できる組数が限られることが課
題となっています。

59ページ
２－４（３）

区が行っているごみ
減量施策の認知

　　親子環境教室
　　（環境政策課実施）

親子で動植物、天気や地球温暖
化等の環境について学ぶ講座

環境政策課 ●年６回開催しています。 継続

●毎回、定員を超える応募があります。
●引き続き、環境に対する意識の高揚を図
るため、区内の親子等を対象に環境教室
を実施 していきます。

　　環境ライフ講座
　　（環境政策課実施）

環境保全に対する啓発活動を担
う人材を育成する講座

環境政策課 ●年１回開催しています。 継続

●環境ライフ講座を受講された方等を対象
に、「環境ライフサポーター」に登録し、文
京区の環境保全イベント等に参加していた
だいています。継続していくことで、環境保
全活動の輪を広げていきます。

１　区民を対象とした普及啓発・協働の推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

（２）イベント等の開催や環境学習の場の提供

④集団回収実践団体バス見学会
の開催

リサイクル清掃課 ●年１回開催しています。 継続
●引き続き、集団回収で取り扱う品目や回
収量の増加が図られるよう、参加者の関心
を引く見学先の選定を行います。

⑤ふれあい講座（区内小学校・幼
稚園等）の実施

児童対象の環境学習の場とし
て、清掃体験実習車を活用した
講座。

文京清掃事務所
●コロナ禍で休止していましたが、再開に向けて準
備中です。

継続

●令和７年度に新たな内容で作成を予定
している児童向けパンフレットの配布に合
わせて、区内小学校等にふれあい講座の
実施が可能であることの周知を図ります。

⑥児童向けパンフレット作成・配布
【再掲】

文京清掃事務所

⑦各種イベントでの普及啓発の実
施

環境問題や３Ｒに関するクイズや
体験学習等の実施

リサイクル清掃課

●文京エコ・リサイクルフェアでごみと資源の分け
方に関するパネルを展示しています。
●他部署主催のイベントにおいて、未利用食品の
回収（フードドライブ）や子ども服の回収を実施した
ほか、区で作成した広報物の掲示・配架による普
及啓発を実施しています。（クールアースフェア（環
境政策課主催）、子育てフェスティバル（子育て支
援課主催）、消費生活展（消費生活センター主
催））

継続
●今後も各種イベントの機会をとらえて普
及啓発を行っていくとともに、展示等の内
容も充実させていきます。

⑧子ども用品とりかえっこ

家庭で使わなくなった子ども用品
を交換し合うことでリユース（再利
用）の促進を図るとともに、モノを
大切に使うライフスタイルを推進
するために開催する子ども用衣
類の無料交換会

リサイクル清掃課

●新型コロナウイルス感染防止対策等のため、令
和３年度からは事前予約定員制の「子ども服無料
頒布会」として年１～２回程度開催しており、毎回、
定員を超える応募があります。

強化
●サイズアウトしやすい子ども服のリユース
のニーズは高いため、民間事業者とも連携
して、頒布の機会を確保していきます。

１　区民を対象とした普及啓発・協働の推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

①地域活動団体、NPOなどとの協
働及び育成支援

・文京エコ・リサイクルフェア【再
掲】
・ステージ・エコ（フリーマーケット
等）【再掲】
・リサイクル施設バス見学会（団体
育成支援）【再掲】
・公開講座（団体育成支援）【再
掲】
・エコ先生の特別授業【再掲】
・生ごみ減量塾【再掲】

リサイクル清掃課

●各種事業を地域活動団体との協働で実施してい
ます。
●アカデミー推進課「文京お届け講座」、音羽地区
マルシェ、本郷百貨店祭り等に参加しました。
●リサイクル推進サポーター７人が、NPO法人持続
可能な社会をつくる元気ネット主催の「文京区３Ｒ
市民リーダー育成講座」を受講しました。

継続

●担い手の世代交代や新たな地域活動団
体、NPOなどとの連携が課題となっていま
す。
●リサイクル施設バス見学会は区単独主
催の「夏休みリサイクル見学会」として実施
し、公開講座は終了とします。
●引き続き、地域活動団体、NPOなどと連
携して事業を実施していきます。

②不動産関連団体、大学との連携 リサイクル清掃課

●区内大学地域連携担当者会議において、
「チャットボットによるごみ分別案内サービス」事業
を紹介しました。
●アカデミー推進課「文京お届け講座」において、
区職員が学生団体の学習会に講師として赴き、
「文京区の清掃・リサイクルの現状について」をテー
マに講演しました。

継続

●管理人のいない集合住宅には外国人や
学生などが多く居住しているケースがある
ため、ウェブ等新しい広報媒体の活用や多
言語化対応を図っていきます。

③集合住宅管理会社や管理人を
通じた情報提供や普及啓発

リサイクル清掃課
●令和７年４月開始のプラスチック分別回収事業に
当たっては、集合住宅管理会社への情報提供や
管理人に対する個別の説明を実施しました。

継続

●管理人のいる集合住宅に対して、資源
回収の集団回収への移行を勧奨するほ
か、既存媒体を使用した適正排出につい
ての普及啓発を行っていきます。

51ページ
２－４（１）

①清掃・リサイクルに
関する情報の媒体

④関係団体間のネットワーク形成
のための取組

リサイクル清掃課
●ステージ・エコや文京エコ・リサイクルフェア、リサ
イクル推進サポーター養成講座・スキルアップ講座
において、各団体の活動を紹介しています。

継続

●各種事業等、機会をとらえて各団体の活
動紹介を行っていきます。
●実行委員会形式で各団体が集まる文京
エコ・リサイクルフェアにおいて、関係団体
間のネットワークの強化に努めます。

１　区民を対象とした普及啓発・協働の推進

（３）地域活動団体等との連携

6 



内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

⑤事業者や大学と連携した３Ｒ推
進・普及活動

・「インクカートリッジ里帰りプロ
ジェクト」に参加します。

●12拠点でインクカートリッジを回収しています。 継続 ●引き続き、プロジェクトに参加します。

・小型家電リサイクル法の認定事
業者との連携によるパソコン及び
小型家電の回収を行います。

●小型家電リサイクル法の認定事業者との連携に
よるパソコン及び小型家電の回収を実施していま
す。

継続
●引き続き、小型家電リサイクル法の認定
事業者との連携によるパソコン及び小型家
電の回収を実施します。

・大学の環境ゼミナール等に対
し、イベントの出展を勧奨します。
また、大学と連携した３Ｒ推進・普
及啓発について検討します。

●文京エコ・リサイクルフェアに大学の環境ゼミ
ナール等がブース出展しています。（文京学院大
学人間学部コミュニケーション社会学科環境ゼミ、
お茶の水女子大学環境科学倶楽部）
※お茶の水女子大学環境科学倶楽部は、教授定
年退職のため、令和６年度で出展終了

継続

●「文京お届け講座」等のイベントや事業
で関わる機会をとらえ、文京エコ・リサイク
ルフェアへの新たな出展団体を確保してい
きます。

・大学と連携し、食品ロス削減に
向けた普及啓発について検討し
ます。

●区内大学地域連携担当者会議にて、「フードドラ
イブ（未利用食品の回収）」事業や「ぶんきょう食べ
きり協力店」事業を紹介しました。
●「タベスケ×国士舘大学政経学部経済学科共同
プロジェクト」の最終発表会に同席し、学生と意見
交換しました。

継続

●学内に食堂を持つ区内大学の「食べきり
協力店」への登録は順調に進んでいるた
め、引き続き、大学や学生団体を通じた普
及啓発を検討していきます。

⑥区内店舗との連携体制の強化

・「リサイクル推進協力店」や「ぶ
んきょう食べきり協力店」につい
て、顧客への普及啓発を協力依
頼します。
また、登録店舗の取組（各種資源
の回収や物の修理、食べ残し対
策の取組等）を区民に紹介しま
す。

リサイクル清掃課

●リサイクル推進協力店リーフレットとぶんきょう食
べきり協力店パンフレットを作成し配布するととも
に、区ホームページやBunkyoごみダイエット通信で
登録店舗を紹介しています。※Bunkyoごみダイ
エット通信は、年度により掲載できない場合あり

継続

●リサイクル推進協力店、ぶんきょう食べき
り協力店に加え、令和５年10月からサービ
ス提供を開始したフードシェアリングサービ
ス「文京×タベスケ」の普及啓発について
も、区内店舗と連携して取り組んでいきま
す。

81ページ
２－４（６）

⑦食品ロス削減マッ
チングサービス「文
京×タベスケ」につ

いて
～

88ページ
⑩「ぶんきょう食べき
り協力店」を利用す

る意向

１　区民を対象とした普及啓発・協働の推進

（３）地域活動団体等との連携

リサイクル清掃課
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

２　事業者を対象とした普及啓発・協働の推進

①「ごみと資源の分け方・出し方」
作成・配布
【再掲】

リサイクル清掃課

②区報・チラシ・CATVでの周知・
啓発
【再掲】

リサイクル清掃課

③医療廃棄物適正処理マニュアル
の活用

区ホームページで公開している
マニュアルの活用を推奨していき
ます。

文京清掃事務所
●医療廃棄物適正処理マニュアル「医療廃棄物を
適正に処理するために」を区ホームページで公開
しています。

継続

●引き続き、マニュアルを区ホームページ
で公開するとともに、２年毎の「医療廃棄物
処理申請」の更新の機会を通じて周知しま
す。

④先進的な取組事例の紹介
事業者の３Ｒや適正処理に関す
る先進的な取組事例についての
DVDを講習会で活用します。

リサイクル清掃課

●区内事業者の参考となる事業系ごみの減量や
再利用の積極的な取組をまとめた好例集「真似し
よう！事業系ごみ削減プロジェクト」を作成し、区
ホームページへ掲載及び建築物の廃棄物管理責
任者に配布し、自社や管理物件での廃棄物管理
に取り入れてもらうことで、事業系ごみの排出削減
とリサイクル率の向上を図っています。

継続

●引き続き、「真似しよう！事業系ごみ削減
プロジェクト」を区ホームページで公開する
とともに、事業所への立入検査や廃棄物管
理責任者講習会等の機会を通じて紹介・
活用していきます。

160ページ
３－３（５）

③ごみ減量を進める
ための支援や情報

⑤ホームページ・ＳＮＳ（LINE等）の
活用
【再掲】

リサイクル清掃課

（１）情報の提供

8 



内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

２　事業者を対象とした普及啓発・協働の推進

①リサイクル推進協力店
【再掲】

リサイクル清掃課 継続
●引き続き、区内のリサイクルショップ等に
事業の周知と登録を働きかけていきます。

②ぶんきょう食べきり協力店
【再掲】

登録店舗数を拡充させるととも
に、店舗等との連携体制を強化し
ます。

リサイクル清掃課 継続
●引き続き、区内の飲食店等に事業の周
知と登録を働きかけていきます。

③事業者に対する表彰
適正処理に積極的に取り組む大
規模・中規模建築物の所有者に
対し、表彰を実施します。

リサイクル清掃課
●「真似しよう！事業系ごみ削減プロジェクト」を作
成して好事例を公表することとし、事業者に対する
表彰は実施しないこととしました。

終了

●ごみの減量や再利用に積極的に取り組
んでいる事業者の取組を好事例集としてま
とめて公表しているため、表彰制度は終了
します。

①区報・チラシ・CATVでの周知・
啓発
【再掲】

リサイクル清掃課

②啓発紙「Bunkyoごみダイエット
通信」の発行
【再掲】

リサイクル清掃課

（１）リデュース（発生抑制）の推進

（２）事業者との連携

３　家庭系の３Rの推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

③ホームページ・SNS（LINE等）の
活用
【再掲】

リサイクル清掃課

④児童向けパンフレット作成・配布
【再掲】

文京清掃事務所

⑤各種イベントでの普及啓発の実
施
【再掲】

リサイクル清掃課

⑥食品ロス削減に向けた取組

家庭で消費しきれない未利用食
品を回収し、フードバンクを通じ
て福祉施設等に寄付するフードド
ライブを実施します。フードドライ
ブでは、リサイクル清掃課窓口や
イベント時の回収のほか、食品を
持参することが困難な方を対象
に、ゆうパック着払いを活用した
「自宅訪問受取サービス」を行い
ます。

リサイクル清掃課

●フードドライブ（未利用食品の回収）を実施して
います。リサイクル清掃課常設窓口及びイベント時
の回収のほか、地域活動センターでの出張回収臨
時窓口や、区内在住でリサイクル清掃課窓口等へ
食品の持参が困難な方向けに「自宅訪問受取サー
ビス」を実施しています。
●令和５年10月から、フードシェアリングサービス
「文京×タベスケ」のサービス提供を開始していま
す。

継続

●引き続き、フードドライブや「文京×タベ
スケ」など食品ロスの削減に向けた区の取
組について、区民に利用を促していきま
す。

77ページ
２－４（６）

⑤区が実施している
フードドライブにつ

いて
～

84ページ
⑧食品ロス削減マッ
チングサービス「文
京×タベスケ」を利

用する意向

３　家庭系の３Rの推進

（１）リデュース（発生抑制）の推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

①生ごみ減量塾の開催
【再掲】

リサイクル清掃課

②エコ・クッキング教室の開催
【再掲】

リサイクル清掃課

③コンポスト化容器の斡旋 リサイクル清掃課
●令和４年度から「家庭用生ごみ処理機等購入費
補助金」として、補助対象経費実支出額の１/２を補
助しています。（上限２万円）

継続

●補助金の執行率や補助金交付者へのア
ンケート調査結果から、家庭用生ごみ処理
機等のニーズが高いため、事業を継続しま
す。

59ページ
２－４（３）

区が行っているごみ
減量施策の認知

④生ごみの水切り行動の推進 リサイクル清掃課

●環境政策課が区報に掲載した「文京版クール
アース・デー」の生ごみの減量の記事において、具
体的な取組として生ごみの水切り行動を掲載し啓
発を図っています。

継続
●引き続き、区報や区ホームページを通じ
て、生ごみの水切り行動について促進して
いきます。

59ページ
２－４（３）

区が行っているごみ
減量施策の認知

⑤生ごみ減量リーフレットの活用 リサイクル清掃課

●生ごみ減量リーフレットを区ホームページで公開
しているほか、「生ごみ減量塾」開催時に活用して
います。
● 「エコ・クッキング教室」委託事業者（東京ガスコ
ミュニケーションズ㈱）協力のもと、食品ロス削減レ
シピを紹介しています。

継続

●「生ごみ削減リーフレット」については、
平成23年度を最後に更新されておらず、
記載内容について現状と合わない部分も
出てきているため、今後の活用方法につい
て検討していきます。
●事業者の協力のもと、食品ロス削減レシ
ピの紹介を継続します。

（２）生ごみ減量活動の推進

３　家庭系の３Rの推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

（３）モノを長く使うライフスタイルの促進

①ステージ・エコ（フリーマーケッ
ト）の開催
【再掲】

　「おもちゃの病院」によるおも
ちゃ修理を実施します。

リサイクル清掃課
●文京エコ・リサイクルフェアにおいて、おもちゃの
病院によるおもちゃ修理を実施しています。

継続
●引き続き、文京エコ・リサイクルフェアに
おいて、おもちゃの病院によるおもちゃ修
理を実施します。

②生活用品の修理ショップ等の情
報提供

リサイクル清掃課
●リサイクル推進協力店として情報提供するほか、
Bunkyoごみダイエット通信で紹介しています。※年
度により掲載できない場合あり

継続
●リサイクル推進協力店として紹介するほ
か、Bunkyoごみダイエット通信や区ホーム
ページを利用した情報提供も行います。

③エコ・環境に関する講座での普
及啓発

・エコ先生の特別授業【再掲】
・リサイクル推進サポーター養成
講座【再掲】
・親子環境教室（環境政策課実
施）【再掲】

リサイクル清掃課
環境政策課

④各種イベントでの普及啓発の実
施
【再掲】

リサイクル清掃課

⑤消費者向け啓発講座との連携
の検討

リサイクル清掃課
●消費生活センター主催の消費生活展にブースを
出展しています。

継続
●消費生活展へのブース出展を継続しま
す。

３　家庭系の３Rの推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

①ステージ・エコ（フリーマーケッ
ト）の開催
【再掲】

家庭で使われずにいた陶磁器製
食器類（未使用）の回収・頒布会
を開催します。

リサイクル清掃課
●年５回のステージ・エコ開催時に、陶磁器製食器
類（未使用）の回収・頒布を実施しています。

継続

●ステージ・エコでの陶磁器製食器類（未
使用）の回収・頒布会を継続します。
●頒布数等の諸条件については、適宜、
見直しを図ります。

②地域のフリーマーケット開催情
報提供、器材の貸出

リサイクル清掃課
●コロナ禍によりステージ・エコでのフリーマーケッ
トを休止していたため、地域のフリーマーケット開催
情報提供等は休止しています。

終了

●フリーマーケット機材の貸出は終了しま
す。
●地域のフリーマーケット開催情報の提供
については、区が情報発信するに当たって
開催団体等の適性の見極めが難しく、ま
た、全ての開催情報の把握が難しいため、
一部の情報のみを提供することになってし
まうことから終了します。

③リサイクルショップの情報提供 リサイクル清掃課
●リサイクル推進協力店として情報提供しているほ
か、登録店舗をBunkyoごみダイエット通信で紹介し
ています。※年度により掲載できない場合あり

継続

●リサイクル推進協力店として紹介するほ
か、Bunkyoごみダイエット通信や区ホーム
ページを利用した情報提供も行っていきま
す。

④生活用品や食品の再活用
不用な生活用品の再活用を図る
ため、必要な方へつなぐシステム
を検討します。

●年５回のステージ・エコ開催時に、陶磁器製食器
類（未使用）の回収・頒布を実施しています。
●子ども服無償頒布会を年１～２回開催していま
す。

継続

●ステージ・エコや子ども服無料頒布会、
「ジモティー」との連携などにより、不用と
なった生活用品のリユースを図っていきま
す。

フードバンクと連携し、家庭で
余っている食品を集めて寄付を
行います。

●フードドライブ（未利用食品の回収）を実施して
います。

継続
●引き続き、フードドライブ（未利用食品の
回収）を通じた食品のリユースを推進して
いきます。

⑤子ども用品とりかえっこ
【再掲】

リサイクル清掃課

（４）リユース（再使用）の推進

３　家庭系の３Rの推進

リサイクル清掃課
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

①地域活動団体等への働きかけ 文京清掃事務所
●大規模集合住宅の廃棄物等保管場所完了検査
時に、集団回収を案内しています。

継続
●引き続き、主に新築集合住宅を中心に
働きかけていきます。

②集団回収実践団体・回収業者へ
の支援

リサイクル清掃課
●集団回収実践団体への報奨金や作業補助用具
の支給、古紙回収事業者への報奨金の支給を実
施しています。

継続
●引き続き、報奨金を支給するとともに、実
践団体に対して作業補助用具を支給しま
す。

③集団回収実践団体への感謝状
贈呈

リサイクル清掃課
●毎年10団体に対して感謝状を贈呈しています。
●回収量だけでなく１世帯当たりの回収量が多い
団体を表彰対象に加えています。

継続
●実践団体の意識高揚につながっている
ため、引き続き実施します。

④集団回収実践団体バス見学会
の開催
【再掲】

リサイクル清掃課

（５）集団回収の推進

61ページ
２－４（４）

①集団回収につい
て
～

66ページ
③集団回収に参加

していない理由

３　家庭系の３Rの推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

①資源回収の実施 リサイクル清掃課
●集積所回収・拠点回収ともに継続して実施して
います。

継続
●集積所回収・拠点回収ともに継続して実
施します。

②拠点回収拡充の検討 リサイクル清掃課

●プラスチック分別回収事業の開始に伴い、プラス
チック製ボトル容器及び発泡スチロール食品トレイ
の回収を終了しました。併せて、一部拠点の衣類
の回収スペースを拡充しました。
●リサイクル清掃課と播磨坂清掃事業所で、令和７
年３月から小型充電式電池及び小型充電式電池
内蔵製品の窓口回収を始めました。

継続

●回収拠点のスペース確保の問題からこ
れ以上の品目の拡大は難しく、また、拠点
数の増加についても公共施設・民間施設と
もに難しい状況であるため、他の方法を検
討していきます。

③資源の持ち去り対策
GPS端末の設置による古紙持ち
去り撲滅に向けた取組を実施しま
す。

文京清掃事務所
●資源の持ち去り対策のため、清掃職員によるパト
ロール（時間外早朝を含む）を実施しています。

継続

●区内各警察署と連携したパトロール及び
清掃職員によるパトロールを実施していき
ます。
●古紙関連団体と交わした覚書に基づき、
古紙持ち去りについても引き続き取組を実
施していきます。

111ページ
２－４（12）

集積所で困っている
こと

④雑がみの回収量拡大に向けた
普及啓発

リサイクル清掃課
●区ホームページ・パンフレット等で常時啓発を
行っています。

継続 ●引き続き、普及啓発を行います。

17ページ
２－３（１）

⑥雑がみ（菓子箱・
包装紙など）

⑤粗大ごみの資源化 リサイクル清掃課 ●継続して資源化しています。 継続
●引き続き、粗大ごみの資源化を行いま
す。

⑥不燃ごみの資源化の検討 リサイクル清掃課
●不燃ごみのうち、蛍光管、乾電池、水銀使用計
器類の資源化を実施しています。

継続
●引き続き、不燃ごみの資源化を行うととも
に、新たな品目の資源化について必要に
応じて検討していきます。

109ページ
２－４（11）

現在の資源回収品
目について

（６）資源回収の推進

109ページ
２－４（11）

現在の資源回収品
目について

３　家庭系の３Rの推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

⑦事業者の自主回収との連携

携帯電話、オートバイなど、事業
者の自主回収に関わる情報を区
民に周知し連携を図っています。
また、「インクカートリッジ里帰りプ
ロジェクト」に参加し、区施設で回
収を実施するなど、事業者と連携
した資源化を進めます。

リサイクル清掃課

●事業者の自主回収に関する情報を区ホーム
ページやパンフレット等で周知しています。
●インクカートリッジについて、回収場所を提供し、
事業者と連携して資源化を進めています。

継続

●引き続き、事業者が行う自主回収に関わ
る最新の情報を区ホームページで周知す
るとともに、インクカートリッジの回収場所を
提供します。

⑧新たな回収品目の検討 リサイクル清掃課

●令和４年度に実施したプラスチック分別回収モ
デル事業の実施結果をまとめ、プラスチックの資源
化について検討しました。
●リサイクル清掃審議会において、プラスチック分
別回収事業の実施について諮問し、分別回収を進
めることが適当であるとの答申を得て、令和７年４月
から開始しました。
●園芸土については、地域活動団体との連携を模
索したものの、現状では事業として進んでいない状
況です。

継続

●廃食用油については、イベント回収を引
き続き実施します。
●その他、区民アンケート調査で回収した
い資源に挙げられた品目について、回収
方法等を検討していきます。

109ページ
２－４（11）

現在の資源回収品
目について

⑨容器包装プラスチックの分別回
収の検討

リサイクル清掃課

●令和４年度に実施したプラスチック分別回収モ
デル事業の実施結果をまとめ、プラスチックの資源
化について検討しました。
●リサイクル清掃審議会において、プラスチック分
別回収事業の実施について諮問し、分別回収を進
めることが適当であるとの答申を得て、令和７年４月
から開始しました。

終了

●令和７年４月よりプラスチック分別回収事
業を開始し、容器包装プラスチック及びプ
ラスチック製品を資源として分別回収して
います。

（１）大規模・中規模事業所の３Ｒ推進

①事業用大規模建築物の所有者
への指導・啓発

リサイクル清掃課
●再利用計画書を基に、立入検査を実施していま
す。

継続
●引き続き、事業用大規模建築物の所有
者に対する指導を行っていきます。

②事業用中規模建築物の所有者
への指導・啓発

リサイクル清掃課
●再利用計画書を基に、立入検査を実施していま
す。

継続
●引き続き、事業用中規模建築物の所有
者に対する指導を行っていきます。

３　家庭系の３Rの推進

４　事業系の３Ｒの推進

（６）資源回収の推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

（１）大規模・中規模事業所の３Ｒ推進

③食品リサイクル法に基づく生ご
みリサイクルの働きかけ

リサイクル清掃課
●立入検査時に働きかけていますが、コスト等の問
題から実施していない事業所が多くみられる状況
です。

継続
●引き続き、事業用建築物指導の際に働
きかけていきます。

170ページ
３－３（７）

食品ロス問題

④廃棄物管理責任者講習会の実
施

リサイクル清掃課

●事業用建築物所有者に選任された廃棄物管理
責任者及び受講から３年が経過した再受講対象と
なる廃棄物管理責任者に向け、前期２か月程度、
後期１か月程度（計２回）eラーニングにより開催し
ています。

継続

●引き続き、受講対象者に対する講習会
を実施します。
●開催期間等について、随時検討します。

⑤再生品利用の働きかけ リサイクル清掃課

●再利用計画書の提出依頼時に「プラスチック製
品等の発生抑制及び適正排出について（依頼）」を
添付しているほか、廃棄物管理責任者講習会や立
入検査時に働きかけています。

継続
●引き続き、廃棄物管理責任者講習会や
立入検査時に働きかけていきます。

⑥事業系プラスチックの排出実態
の把握

リサイクル清掃課

●延床面積3,000㎡以上の事業用大規模建築物
及び1,000㎡以上3,000㎡未満の事業用中規模建
築物の廃棄物管理責任者へ、再利用計画書の提
出を依頼し把握しています。

継続
●引き続き、再利用計画書の提出により把
握します。

⑦東京都と連携した事業系プラス
チック対策

リサイクル清掃課

●廃棄物の処理及び清掃に関する法律第23条の
５（関係行政機関への照会等）に基づき、産業廃棄
物である事業系プラスチックを所管する東京都環
境局へ事業用大規模建築物の再利用計画書を提
供しています。

継続
●引き続き、東京都環境局へ事業用大規
模建築物の再利用計画書を提供します。

４　事業系の３Ｒの推進

174ページ
３－３（８）

プラスチックごみ問
題
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

①Ｒ（リ）サークルオフィス文京の
普及

リサイクル清掃課
●区ホームページやチラシ等で周知を図っていま
す。
●回収袋を作成・支給し、支援しています。

継続

●引き続き、Ｒ（リ）サークルオフィス文京の
普及について支援するとともに、実施事業
者に対し積極的に周知するなど排出事業
者の参加を促す取組を行うよう要望してい
きます。

162ページ
３－３（６）

「Ｒ（リ）サークルオ
フィス文京」

②産業別リサイクルの支援 リサイクル清掃課
●回収袋を作成・支給し、印刷製本組合に対し支
援を行っています。

継続
●引き続き、回収袋を作成・支給し、支援
します。

③生ごみ減量の推進 リサイクル清掃課

●「フードバンクへの食品の提供」「食品の肥飼料
化など、食品リサイクルへの協力」「ごみ減量・食品
ロス削減への取組」を行う店舗をリサイクル推進協
力店として登録し、紹介しています。

継続

●区ホームページ等を利用し、食品リサイ
クル法に基づく食品廃棄物の再生利用等
の実施について普及啓発を行っていきま
す。

①職員のプラスチックごみ発生抑
制行動の推進

全課

●文京シビックセンター内の各執務フロアにマイボ
トル給水機を設置し、マイボトルの利用を促進して
います。
●文京シビックセンター内の自動販売機では、プラ
スチックごみ削減を推進するため、飲料水以外は
ペットボトルではなく缶飲料を販売しています。

継続
●職員用電子掲示板等を活用し、職員の
意識啓発を図っていきます。

②分別ボックス利用や両面・裏面
印刷などの徹底

全課
●職員用電子掲示板等を活用し、周知徹底を図っ
ています。

継続

●職員用電子掲示板等を活用し、周知徹
底を図っていきます。また、特に予算編成
時など紙類の消費が多い時期をとらえて、
職員の意識啓発を図っていきます。

③庁内不用品の相互有効活用 全課

●文京区未利用品等管理取扱要綱に基づき管理
しています。
●職員用電子掲示板を活用して、不用品の相互
有効活用を図っています。

継続

●引き続き、文京区未利用品等管理取扱
要綱に基づき、職員用電子掲示板等を活
用し、不用品の有効活用を図っていきま
す。

４　事業系の３Ｒの推進

（３）区の率先した取組の推進

（２）小規模事業所の３Ｒ推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

④除籍図書の活用 区立図書館

●文京区立図書館図書館資料リサイクル実施要綱
に基づき、除籍処分とした図書や雑誌等を、学校
等公共施設及び地域住民に提供し、有効活用を
図っています。

継続
●引き続き、文京区立図書館図書館資料
リサイクル実施要綱に基づき、除籍図書の
有効活用を図っていきます。

⑤区施設における再生品の積極
的な利用

全課
●文京区グリーン購入指針に基づき購入していま
す。

継続
●引き続き、文京区グリーン購入指針に基
づき、再生品の積極的な利用に取り組みま
す。

⑥公共工事における再生品の積
極的な利用

全課
●東京都建設リサイクルガイドラインに基づき、再
生品の利用に努めています。

継続
●引き続き、公共工事における再生品の
積極的な利用に努めます。

⑦区が主催する会議におけるペッ
トボトルによる飲料提供の自粛

全課

●区の事業運営におけるペットボトルを始めとした
ワンウェイ（使い捨て）プラスチックの使用削減等、
プラスチック廃棄物の排出抑制について協力を依
頼しました。
●リサイクル清掃審議会においては、第７期の途中
からマイボトル持参を呼びかけ、ペットボトル飲料の
提供を自粛しました。

継続 ●ペットボトル飲料の提供を廃止しました。

⑧職員の食品ロス削減に向けた普
及啓発の実施

リサイクル清掃課

●文京区職員食堂を食べきり協力店として登録し
周知しています。
●食品ロス削減月間（10月）及び食品ロス削減の
日（10月30日）に合わせて、庁内掲示板、職員用電
子掲示板及び庁内放送で食品ロスの削減につい
て啓発を行っています。

継続
●引き続き、職員の食品ロス削減に向けた
普及啓発を実施していきます。

４　事業系の３Ｒの推進

（３）区の率先した取組の推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

①効率的な収集体制の構築
リサイクル清掃課
文京清掃事務所

●ごみ量の変化等に対応した、効率的で柔軟な収
集体制の維持に努めています。

継続
●引き続き、ごみ量に応じた効率的な収集
体制を確保します。

②高齢者等を対象とした訪問収集 文京清掃事務所 ●継続して実施しています。 継続
●一定の利用があり、必要性も高いことか
ら、引き続き実施します。

③防鳥ネットの貸出
リサイクル清掃課
文京清掃事務所

●継続して実施しています。 継続
●利用の多い事業のため、引き続き実施し
ます。

④動物死体の処理 文京清掃事務所 ●継続して実施しています。 継続
●一定の需要があることから、引き続き実
施します。

⑤環境負荷の少ない収集車両の
導入

リサイクル清掃課
文京清掃事務所

●区直営の小型プレス車は、軽油ハイブリット車を
使用しています。

継続
●今後も清掃車の更新時に低公害車の導
入を進めていきます。

５　適正処理の推進

（１）適正な収集体制の維持
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

⑥不燃ごみ中継事業の千代田区
への委託

リサイクル清掃課 ●千代田区に委託しています。 継続
●中継所は現状の不燃ごみ収集において
重要であり、環境負荷低減の観点からも必
要性が高いため、引き続き委託します。

⑦あわせ産廃の収集 文京清掃事務所
●日量50kg未満の小規模事業者から排出される産
業廃棄物を、一般廃棄物と同様の方法で収集して
います。

継続 ●引き続き、収集します。

⑧不法投棄対策 文京清掃事務所
●警告ビラを貼り、集積所の調査パトロールを実施
しています。

継続
●引き続き、集積所における警告ビラやパ
トロールの実施により不法投棄防止に努め
ます。

５　適正処理の推進

（１）適正な収集体制の維持
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

（２）区で収集しない廃棄物への対応

①家電リサイクル法対象品目への
対応

リサイクル清掃課
●区ホームページやパンフレット等により回収方法
を周知しています。

継続
●引き続き、製造者が行う回収に関する情
報を周知していきます。

②家庭用パソコンへの対応
小型家電リサイクル法の認定事
業者と提携し、宅配便を利用した
回収を実施していきます。

リサイクル清掃課

●区ホームページやパンフレット等により回収方法
を周知しています。
●小型家電リサイクル法の認定事業者と提携し、
宅配便を利用した回収も併せて実施しています。

継続

●引き続き、製造者が行う回収に関する情
報を周知していきます。
●小型家電としての取扱いについても検
討していきます。

③事業者の自主回収との連携
【再掲】

リサイクル清掃課

④適正処理困難物への対応
リサイクル清掃課
文京清掃事務所

●区ホームページやパンフレット等による案内のほ
か、電話による問合わせに随時対応し、処理業者
を紹介しています。

継続
●引き続き、区ホームページやパンフレッ
ト、電話案内等により処理業者を紹介しま
す。

５　適正処理の推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

①有料ごみ処理券の適正貼付指
導

文京清掃事務所
●集積所へごみ・資源を排出している事業者に有
料ごみ処理券の適正貼付を指導しています。

継続
●引き続き、ふれあい指導を通して指導し
ます。

146ページ
３－３（３）

②ごみへの事業系
有料ごみ処理券の

貼付
③資源への事業系
有料ごみ処理券の

貼付

②事業用大規模建築物の所有者
への指導・啓発
【再掲】

リサイクル清掃課

③事業用中規模建築物の所有者
への指導・啓発
【再掲】

リサイクル清掃課

④在宅医療廃棄物への対応 リサイクル清掃課
●家庭から排出される医療系廃棄物が適正に排出
されるよう、東京都や医師会などと連携し、指導し
ています。

継続
●引き続き、東京都や医師会、薬剤師会と
連携し、排出者に対して指導します。

⑤医療廃棄物適正処理マニュアル
の活用
【再掲】

文京清掃事務所

（３）適正排出の推進

５　適正処理の推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

⑥ふれあい指導の実施 文京清掃事務所
●不適切な排出者に対し、ふれあい指導班による
指導を随時行っています。

強化

●ふれあい指導の需要が高まっているた
め、引き続き、適切な指導・相談業務を行
います。
●令和７年４月よりプラスチックを資源とし
て回収しており、ごみと資源の分別方法が
一層複雑になったことから、外国人に対し
てＡＩ通訳機を活用し、分かりやすく正確に
指導・啓発していきます。

⑦有害ごみ・危険物対策
リサイクル清掃課
文京清掃事務所

●スプレー缶、カセットボンベ、使い捨てライターに
ついて、中身が残っているものは別に回収し、専門
業者に処理委託しているほか、これらが適切に排
出されるよう、普及啓発しています。
●令和７年３月から、小型充電式電池・小型充電式
電池内蔵製品の窓口回収を開始しました。

継続

●引き続き、業界団体などと連携し、適正
排出のための普及啓発を行っていきます。
●引き続き、小型充電式電池・小型充電式
電池内蔵製品の窓口回収を実施していき
ます。

⑧集合住宅への指導体制の強化 文京清掃事務所

●宅地開発並びに中高層建築物等の建設に関す
る指導要綱により、一定規模以上の集合住宅や大
規模建築物に対しては保管場所の設置が義務付
けられており、管理会社を台帳化し、排出指導の強
化に努めています。

継続

●引き続き、保管場所の設置に関する相
談を受けるとともに、収集開始以降、不適
正排出のある建築物については、ふれあ
い指導により対応します。

⑨一般廃棄物処理業者への許可・
指導事務

リサイクル清掃課 ●継続して実施しています。 継続
●適正な収集運搬・処理処分が行われる
よう、引き続き指導します。

（４）事業系ごみの自己処理の促進

①一般廃棄物処理業者の斡旋
リサイクル清掃課
文京清掃事務所

●電話による問合わせに随時対応し、許可業者を
紹介しています。

継続
●引き続き、電話による問合わせに随時対
応し、許可業者を紹介していきます。

160ページ
３－３（５）

③ごみ減量を進める
ための支援や情報

５　適正処理の推進

（３）適正排出の推進
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

①東京二十三区清掃一部事務組
合による中間処理

リサイクル清掃課
●可燃ごみを清掃工場へ、不燃ごみを不燃ごみ処
理センターへ、粗大ごみを粗大ごみ破砕処理施設
へ搬入しています。

継続 ●引き続き、共同処理体制を維持します。

②中間処理による減容化・資源化 リサイクル清掃課

●焼却や破砕等の減容化、サーマルリサイクルの
ほか、鉄・アルミ等の資源回収、焼却灰のセメント
原料化など、中間処理段階でのリサイクルを行って
います。

継続
●引き続き、中間処理段階でのリサイクル
を行います。

③最終処分の東京都への委託 リサイクル清掃課 ●東京都に委託しています。 継続 ●引き続き、東京都に委託します。

④最終処分場の延命化 リサイクル清掃課
●ごみの減量や焼却灰のセメント原料化等により、
最終処分場の延命化に努めています。

継続
●引き続き、ごみの減量化や焼却灰のセメ
ント原料化等により、最終処分場の延命化
に努めていきます。

５　適正処理の推進

（５）中間処理・最終処分

25 



内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

①文京区地域防災計画における
「ごみ・し尿・がれき等処理計画」に
基づいた対応

リサイクル清掃課
●「文京区災害廃棄物処理計画」において災害廃
棄物処理の基本的事項を定めており、より具体的
な内容について検討しています。

継続
●引き続き、本計画に基づき、より具体的
な内容について検討していきます。

②災害時等を想定したごみ収集車
等の配車訓練の実施

リサイクル清掃課
●毎年６月に23区及び清掃協議会、関係団体が
連携して配車訓練を実施しています。

継続
●引き続き、清掃協議会が実施する配車
訓練に参加します。

③災害時等を想定した無線訓練の
実施

東京23区の区域における大規模
災害発生後の被災状況及び支
援体制等の情報収集を行うため
に設置された無線機について、
災害時等における十分な活用が
図られるよう、各区及び清掃協議
会間において定期的な通信訓練
を行います。

リサイクル清掃課
●毎月第３水曜日にMCA無線定期通信訓練を実
施しています。

継続
●引き続き、MCA無線定期通信訓練を実
施します。

④特別区における災害廃棄物対
策に向けた協定に基づいた対応

大規模災害により東京23区内が
被災した場合、円滑かつ迅速に
災害廃棄物の収集・運搬等の対
応を行うため、各区等の共同処
理及び事業者団体等への協力
要請に関する基本的事項を定め
た協定に基づいて対応します。

リサイクル清掃課

●23区清掃リサイクル主管課長会「災害廃棄物処
理対策検討会」において、６協力団体と締結してい
る災害時のし尿及び災害廃棄物に関する収集・運
搬、処理・処分の協力協定実施細目等を策定しま
した。

継続

●引き続き、23区清掃リサイクル主管課長
会「災害廃棄物処理対策検討会」におい
て、23区及び清掃一部事務組合間で締結
している災害廃棄物の共同処理等に関す
る協定について、実施細目を検討していき
ます。

⑤「文京区災害廃棄物処理計画」
の策定

首都直下地震などの大規模災害
に伴い発生した災害廃棄物に関
する基本的な考え方、処理体
制、処理方法などの基本的事項
を定めた計画を策定します。

リサイクル清掃課

●都による被害想定の見直しや文京区地域防災
計画（令和６年度修正）の内容等を踏まえ、令和７
年３月に「文京区災害廃棄物処理計画」を修正しま
した。
●区民が自らがれきや片付けごみを搬入する仮置
き集積所である地区集積所の必要面積を算定し、
候補地を選定しました。

継続

●新たな検討課題への対応、各種関連計
画の改定や他地域における災害時の教訓
などを踏まえ、必要に応じて計画の見直
し、改定を行います。
●引き続き、「災害時のごみの出し方ガイド
ブック」等を活用し、区民周知を図ります。

①「廃棄物処理事業継続計画（新
型インフルエンザ・新型コロナウイ
ルス等の感染症の発生時）」の策
定

リサイクル清掃課

●令和２年５月に策定した「新型インフルエンザ・新
型コロナウイルス等の感染症の発生時における文
京区廃棄物処理事業継続計画」に基づいた対応
を実施しました。
●新型コロナウイルス等感染症対策のためのごみ
の捨て方及びごみの収集作業時等における安全
確保について、周知を図りました。

継続

●必要に応じて「新型インフルエンザ・新
型コロナウイルス等の感染症の発生時にお
ける文京区廃棄物処理事業継続計画」を
修正します。
●新型コロナウイルス等感染症対策の必
要が生じた場合、必要な情報を周知しま
す。

５　適正処理の推進

（６）災害時の対応

（７）感染症発生時の対応
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

（１）双方向の情報交換と区民参画

①リサイクル清掃審議会の運営 リサイクル清掃課
●文京区一般廃棄物処理基本計画（モノ・プラン
文京）の策定（改定）や進捗状況、ごみ量等につい
て報告・審議しています。

継続
●引き続き、リサイクル清掃審議会を運営
していきます。

②地域活動団体、NPOなどとの協
働及び育成支援
【再掲】

リサイクル清掃課

③関係団体間のネットワーク形成
のための取組
【再掲】

リサイクル清掃課

④リサイクル推進サポーターの育
成と活動の拡充

サポーター同士が連携して行う３
Ｒ推進活動について支援します。

リサイクル清掃課
●リサイクル推進サポーター養成講座を修了し、登
録したリサイクル推進サポーターが、リサイクル清掃
課の各種講座等に従事しています。

継続
●区の事業への従事を継続するとともに、
サポーター同士が連携して行う３Ｒ推進活
動の支援についても検討していきます。

⑤意見交換会の開催

・サポーター連絡会にて意見交
換を行います。
・各種講座の中で意見交換の機
会を設けます。

リサイクル清掃課
●年１回リサイクル推進サポーター連絡会を開催
し、リサイクル清掃課の各種講座等において意見
交換の場を設定しています。

継続
●引き続き、各種講座等において意見交
換の場を設定していきます。

６　運営管理体制の充実
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

①製造・販売事業者への拡大生産
者責任の拡充要請

リサイクル清掃課
●全国都市清掃会議や大都市清掃事業協議会を
通じて、国に要望しています。

継続
●引き続き、全国都市清掃会議や大都市
清掃事業協議会を通じて、国等に要望し
ていきます。

②エアゾール缶等の安全な収集・
処理に関する要請

リサイクル清掃課
●全国都市清掃会議や大都市清掃事業協議会を
通じて、国に要望しています。

継続

●引き続き、全国都市清掃会議や大都市
清掃事業協議会を通じて国等に要望して
いくほか、23区清掃リサイクル主管課長会
の検討会を通じて業界団体に要望してい
きます。

①他部署との連携 リサイクル清掃課

●各種事業で関連部署との連携・協力を図ってい
ます。
●環境政策課が区報に掲載した「文京版クール
アース・デー」の記事において、食生活とエコに関
する具体的な取組を掲載し、啓発しています。

継続
●引き続き、各種事業で関連部署との連
携・協力を図っていきます。

①家庭ごみ有料化の調査・研究 リサイクル清掃課
●ごみ減量や３Ｒ推進のための施策や働きかけを
十分に実施した上で、なお数値目標が達成できな
い場合に検討します。

継続

●引き続き、ごみ減量や３Ｒ推進のための
施策や働きかけを継続し、数値目標が達
成できない場合に家庭ごみ有料化導入の
是非について検討します。

105ページ
２－４（10）

家庭ごみの有料化
について

②事業系ごみ処理手数料の改定 リサイクル清掃課

●23区清掃リサイクル主管課長会「廃棄物処理手
数料改定検討会」において、廃棄物処理手数料原
価の確認・検証を行っています。
●令和５年10月１日に廃棄物処理手数料の上限額
を改定しました。（40円/kg→46円/kg）

継続

●23区統一で改定することとなっているた
め、引き続き、23区清掃リサイクル主管課
長会「廃棄物処理手数料改定検討会」に
おいて、廃棄物処理手数料原価の確認・
検証を行います。

（４）処理費用負担の検討

６　運営管理体制の充実

（２）国等への要望

（３）行政内部での連携
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内容 所管課 現状 関連する調査項目
※基礎調査報告書参照

今後の方向性等

①ごみ・資源量、処理コストの情報
公開

リサイクル清掃課

●ごみ・資源量、処理コストに関する情報のほか、
文京区一般廃棄物処理基本計画（モノ・プラン文
京）や文京区災害廃棄物処理計画、文京区リサイ
クル清掃審議会の開催についても区ホームページ
等にて公開しています。

継続
●引き続き、区ホームページ等にて情報を
公開します。

②「文京区のリサイクルと清掃事
業」（事業概要）の発行

リサイクル清掃課
●毎年10月に「文京区のリサイクルと清掃事業」
（事業概要）を発行しています。

継続
●引き続き、「文京区のリサイクルと清掃事
業」（事業概要）を発行します。

（５）情報の公開

６　運営管理体制の充実
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